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敬

信

は
じ
め
に

社
会
環
境
、

自
然
条
件
が
大
変
過
酷
な
状
態
で
あ
つ
た

一
二
三
〇
年

代
前
半
に
あ
つ
て
、
こ
の
社
会
状
態
が
な
ん
ら
か
の
形
で
影
響
を
与
え

て
い
る
と
推
論
で
き
る
所
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
当
時
の
社
会
状
態

を
考
え
て
読
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
所
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
し

て

『
正
法
眼
蔵
』
の

『
辮
道
話
』
の
巻
の
は
じ
め
の
部
分

に
あ
た
る

「予
、
発
心
求
法
よ
り
こ
の
か
た
、
わ
が
朝
の
遍
方
に
知
識
を
と
ぶ
ら

(1
)

ひ
き
。

こ
れ
真
訣
な
ら
む
か
も
。
」
の

一
節
と
、

い
わ
ゆ
る
十

八
問
答
が
終
つ
た
次
の

「
さ
き
の
問
答
往
来
し
、
賓
主
相
交
す
る
こ
と

(
2
)

み
だ
り
が
は
し
。

」
か
ら
、
巻
末
ま
で
の
所
を
指
摘
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。「貧

ノ
学
仏
道
」

こ
の
時

の
道
元
禅
師
は
、
深
草
に
居
を
移
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
時

の
深
草

は
、
建
仁
寺
の
所
在
位
置
か
ら
い
つ
て
、

確
か
に
人
事
交
流
繁
く
あ
る
所
で
は
な
く
と
も
、

人
跡
未
踏
の
地

で
人

と
の
接
触
を
断
つ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
道
元
禅
師
を
支
え

て
い
た
人
々
が
あ
つ
た
こ
と
も
事
実

で
す
。

だ
か
ら
、
京
都
が
地
獄
の

ご
と
き
あ
り
さ
ま
で
、
全
国
が
飢
饒
で
あ
る
こ
と
も
耳
に
届
い
て
い
た

し
、
深
草
と
て
、
飢
え
た
人

々
の
道
端
に
倒
れ
臥
す
姿
が
な
か
つ
た
と

は
云
え
な
い
で
し
よ
う
。

こ
の
様
な
時
、
道
元
禅
師
は
ど
の
様
な
立
場

を
取
ら
れ
た
か
、
と
い
う
事
に
つ
い
て
の
示
唆

は
、
『
随
聞
記
』
の
な

か
に
示
さ
れ
る

「貧
」
の
場
面
、
「
貧
」
の
学
仏
道
の
面
を
み
る

こ
と

(3
)

で
理
解
さ
れ
る
と
思
う
の
で
す
。
『
随
聞
記
』
巻

一
の
12
て
は
、
「
示

二

云
ク
、
道
者

ノ
用
心
、
常
ノ
人

二
殊
ナ
ル
u
ト
有
リ
。
故

建
仁
寺

ノ

僧
正
在
世
ノ
時
キ
、
寺
、
絶
食
ス
。」
そ
の
時

一
人
の
檀
家
か
ら
絹

三
疋

が
布
施
さ
れ
た
が
、
結
局
は
そ
の
人
の
都
合
で
そ
れ
を
返
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
つ
た
。
「後

二
僧
正
自
云
ク

「各
、
僻
事

ニ
ゾ
思
ワ
ル
ラ
ン
。

然

レ
ド
モ
我
レ
思
ク
ハ
、
衆
僧
面

々
、
仏
道
ノ
志
ア
リ
テ
集
レ
リ
。
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日

絶

食

シ

テ
餓

死

ス
ト

モ
苦

カ

ル
ベ

カ

ラ

ズ
。

俗

ノ
世

ニ
交

バ

レ

ル

ガ
、

指

当

テ
事

闘

ラ

ン
苦

悩

ヲ
助

タ

ラ

ン

ハ
、
各

々

ノ
為

ニ
モ
、

一
日

ノ
食

ヲ
去

テ
人

ノ
苦

ヲ
息

タ

ラ

ン

ハ
、
利

益

勝

レ
タ

ル

ベ

シ
。
」

と

し

て

「
道

者

ノ
案

ジ
入

レ

タ

ル

コ
ト
、

如
レ
是

」

と

さ

れ

て

い
ま

す
。

又
、

(
4
)

巻
三
の
2
で
は
、
「
示
云

故
僧
正
建
仁
寺

二
御

セ
シ
時
、

独

ノ
貧
人

来
テ
道

テ
云
ク

「我
家

貧

絶
煙
及
二数
日
殉

夫
婦
子
息
両
三
人
、

餓
死
シ
ナ

ン
ト
ス
o
慈
悲
ヲ
モ
テ
是
ヲ
救

ヒ
給

へ
。」
ト
」
こ
の
時
、

寺
中

二

「
都

テ
衣
食
財
物
等
無
リ
キ
」
為
に
、
栄
西
禅
師
は
、
薬
師
さ

ま
の
仏
像

の
光
背
用
の
少
し
の
銅
を
た
ば
ね
ま
る
め
て
与
え
て
し
ま
つ

た
と
こ
ろ

「
仏
物
己
用

ノ
罪
」
を
門
弟
子
達
か
ら
云
わ
れ
て
し
ま

つ
た

時

「僧
正

答
云

「実

二
然
也
、
但
思
二仏
意
、
身
肉
手
足

分

可
レ

施
二
衆
生
殉
現

二
可
二餓
死
一衆
生

ニ
ハ
、
直
饒
以
二
全
躰
一与
ト
モ
、
可
レ

叶
二
仏
音
鉛

又
我
依
二
此
罪
殉

縦
可
レ
堕
二悪
趣
幻

只
可
レ救
二衆
生
餓
納

云

々
」
と
し
て
、
「
仏
制
を
た
が
え
て
、
盗
戒
を
犯
し
た
罪
と
な

つ
て

も
、
衆
生
の
餓
を
す
く
」
お
う
と
す
る
栄
西
禅
師
の
立
場
を

「
今
ノ
学

人

モ
可
レ
思
、
莫
レ
忘
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
二

つ
の

『
随
聞
記
』
中
の
栄
西
禅
師
の
逸
話
か
ら
、
寛
喜
二
、

三
年
の
両
年
に
わ
た
る
全
国
的
冷
害
と
、
そ
れ
に
よ
る
飢
饅
等
に
対
し

て
、
道
元
禅
師
が
ど
の
様
な
立
場
を
取
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
は
、
十
分

に
想
像
、

理
解
、
推
察
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。
更
に

『
随
聞
記
』
巻

(5
)

二
の
13
で

は
、
「仏

言
ク
」
衣
鉢
ノ
外

ハ
寸
分

モ
不
レ
貯
。
乞
食
ノ
余

分
、
飢
タ

ル
衆
生

二
施

ス

(
べ
し
)
直
饒
受
来
ル
ト
モ
、
寸
分

モ
不
レ

可
レ貯
。

況
ヤ
馳
走
有

ン
ヤ
。」
ト
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
は
、
道
元
禅
師

ご
自
身
の
取
ら
れ
た
立
場
で
あ
る
、
と
云
え
る
と
思
う
の
で
す
。

だ
か

(
6
)

ら

『
随
聞
記
』
巻
五
の
11
で
は
、
二

日
ア
ル
客
僧
ノ
云

「
近
代

遁
世

ノ
法
、
各

々
時
料
等

ノ
事
、
カ

マ
ヘ
テ
後
ワ
ヅ

ラ
ヒ
ナ
キ
様

二
支
度

ス
。
コ
レ
少
事
ナ
リ
ト
云

ヘ
ド
モ
、
学
道
ノ
資
縁

ナ
リ
。
カ
ケ
ヌ
レ
バ

事

ノ
違
乱
出
来
。
今
此
御
様

ヲ
承
リ
及

二
、
一
切
其

ノ
支
度
無

ク
、
只

天
運

ニ
マ
カ
ス
。
コ
ト
実
ナ
ラ
バ
、
後
時
ノ
違
乱

ア
ラ

ン
、
如
何
。
」

と
、
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

こ
の

『
随
聞
記
』
筆
録
時
代

の
道
元

禅
師
の
坐
下
に
あ

つ
て
の
姿
で
あ
つ
た
わ
け
で
す
o
そ
う
し
て

二

切

其
ノ
支
度
無
ク
、
只
天
運

ニ
マ
カ
」
さ
れ
て
い
た

の
で
す
o

こ
れ
ら
が

全
て

「西
天
東
地

ノ
仏
祖
、
皆
如
レ
是
」
と
さ
れ
、
「
コ
ノ
様

ハ
、
仏
祖
、

皆
ナ
行
ジ
来

レ
ル
ト

コ
ロ
、
私

ナ
シ
。」
と
答
え
ら
れ
て
、
道
元

禅
師

ご
自
身
も
同
様
の
道
を
あ
ゆ
ま
れ
、
坐
下
の
方

々
も
そ
の
様
に
さ
れ
て

い
た
。
と
い
う
事
実
は
、
『
辮
道
話
』
を

「
記
」
さ
れ
て
い
た
時

も
、

同
様
で
あ
つ
た
と
思

つ
て
も
、
さ
し
て
違
う
事

は
な
い
と
思
え
る
の
で

(
7
)

す
。

こ
の
様
な
と
き
、

『随
聞
記
』
巻
三
の
7
の
、
二

日
示
云
、
我
在

宋
ノ
時
、
禅
院

ニ
シ
テ
見
ニ古
人
語
録
一時
、
或
西
川
ノ
僧
ノ
、
道
者

ニ

テ
有
シ
ガ
、
問
レ
我
云
、
「
ナ
ニ
ノ
用
ゾ
。
」
云
、
「
郷
里

ニ
帰
テ
人
ヲ
化

セ
ン
。」
僧
云
、
「
ナ

ニ
ノ
用
ゾ
。
」
云
、
「利
生
ノ
為
也
。
」
僧
云
、
「畢

寛
ジ
テ
何
ノ
用
ゾ
。
」
と
さ
れ
て
、
道
元
禅
師
が
絶
句
さ
れ
た
逸
話

は

有
名
で
す
が
、

こ
の
様

に
詰
問
さ
れ
て
絶
句
し
て
も
、
「郷

里

二
帰

テ

人
ヲ
化

セ
ン
。」
「利
生
ノ
為
也
」
と
す
る

「弘
法
救
生
を
お
も
ひ
」
と
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す
る
立
場

は
変
ら
な
か
つ
た
で
し
よ
う
。
だ
か
ら
、
「大
宋
紹
定

の
は

じ
め
、
本
郷

に
か

へ
り
し
、
す
な
わ
ち
弘
法
救
生
を
お
も
ひ
と
せ
り
、

な
ほ
重
担
を
か
た
に
お
け
る
が
ご
と
し
。
」
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
う
し
て
更

に
つ
づ
け
て
、
「
し
か
あ
る
に
弘
通

の
こ
こ
ろ
を
放
下

せ

ん
、
激
揚

の
と
き
を
ま
つ
ゆ
ゑ
に
」
と
す
る
こ
と
は
、
弘
法
救
生
の
で

き
る
。
激
揚
の
と
き
ま
で
、
弘
通
の
こ
こ
ろ
を
捨
て
去
ら
な
い
で
、
忘

れ
な
い
で
、
い
つ
も
い
つ
も
持
ち

つ
づ
け
て
、
あ
た
か
も
重
い
荷
物
を

両
方
の
肩

に
い
つ
ま
で
も
か
け
て
い
る
よ
う
に

「
弘
法
救
生
」
の
心
を

持
ち

つ
づ
け
よ
う
、

と
受
け
取
る
の
が
道
理
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
又

「
し
ば
ら
く
雲
遊
捧
寄
し
て
、
ま
さ
に
先
哲
の
風
を
き
こ
え
ん
と
す
。
」

は
、

こ
の
様
に
、
今
は
社
会
環
境
、
自
然
条
件
等
が

「
弘
法
救
生
」
に

対
し
て
、
そ
れ
を
は
げ
し
く
求
め
ら
れ
る
、
蒐激
揚
の
と
き
で
は
な
い
の

で
、
そ
の
時

の
く
る
ま
で
、
今
ま
で
の
仏
祖
方

の
あ
ゆ
ま
れ
た
道
を
守

つ
て
、
自
分
独
自
の
行
動
は
お
こ
さ
な
い
で
、

ひ
た
す
ら
耐
え
て
生
き

ぬ
い
て
行

き
ま
し
よ
う
。
と
い
う
、
ご
自
身

の
現
在
の
状
態
を

「雲
遊

藩
寄
」
と
称
さ
れ
た
の
で
あ

つ
て
、
「雲
遊
捧
寄
」
と
い
う
文
字

の
表

の
意
味
を
示
す
だ
け
で
は
、
事
足
り
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
「貧
道

は

い
ま
雲
遊
蔀
寄
を
こ
と
と
す
れ
ば
、

い
つ
れ

の
山
川
を
か
と
ぶ
ら
は

ん
。
」
と
は
、
ま
さ
に
、
深
草
の
地
に
移
ら
れ
、
更
に
次
は
ど
う
な
る

の
か
不
明
で
あ
る
。
不
明
で
あ

つ
て
も
よ

い
、

と
い
う

一
つ
の
表
現

で
、
そ
れ
で
い
な
が
ら
、
道
元
禅
師
ご
自
身
の
と
ら
わ
れ
の
な
い
境
涯

を
述
べ
ら
れ
た
も
の
と
思
え
る
の
で
す
。

任
運
ト

シ
テ

こ
の
様
に
み
て
来
ま
し
た
時
、
は
じ
め
て
、
今
ま
で
述
べ
て
来
ま
し

た
社
会
状
態
が
、

こ
の

『
辮
道
話
』
の
巻

に
、

形
を

か
え
姿

を
み
せ

て
、
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
、
と
い
う

一
つ
の
推
察
が
出
来
る
と
思

う
の
で
す
。

京
都
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
各
地
が
地
獄

の
ご
と
き
様
相

に
あ
る

(8
)

と
き
、
死
臭
が
、
都
に
野
山
に
満
ち
て
い
る
事
を
ご
存
じ
の
道
元
禅
師

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
「貧
道
は
い
ま
雲
遊
捧
寄
を

こ
と
と
す
れ
ば
」
と
云

わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

こ
の

「
雲
遊
薄
寄
」
は
、
人

々
へ

の
大
慈
、
大
悲
に
満
ち
た

「
雲
遊
捧
寄
」
と
知
る
べ
き
で
す
。
ま
さ
に

衣
食
等

の
み
な
ら
ず
、
ご
自
身
の
全
て
に
つ
い
て

「
ア
テ
ガ
ウ
事
」
も

な
く

「
正

二
任
運
ト
シ
テ
心
ヲ
ク
コ
ト
」
な
く
、
た
だ
仏
祖
の
行
履
と

し
て
、
打
坐
さ
れ
て
い
る
ご
自
身
の
立
場
の
表
現
の

一
端
、

と
拝
察
す

る
の
が
、
当
を
得
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
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